
令和８年度彩の国あんしんセーフティネット事業 

就労支援担当者研修 

実施日 令和８年６月１７日（水）10：30～16：２0 

参加者 ５４名 

（実施施設担当者・市町村社協担当者・ 

自立相談支援機関の担当者） 

講師 ○株式会社ココルポート 

  高橋氏、澤田氏 

○埼玉県立大学名誉教授 朝日氏 

○埼玉県福祉人材センター 坂口氏 

実践報告 悠う湯ホーム、秩父市役所  

しびらき  

 

内容 

実践報告では、順調に体験し施設に就職が決定した事例と、障害福祉サービスにつな

がったケースの２パターンをお話しいただきました。 

また、就労移行支援事業についてと、就労アセスメントについての講義・福祉人材セン

ターとの連携についても説明がありました。事例検討は、自信を失っている方に対し

て、考えられる支援や対応について意見交換を行いました。 

【株式会社ココルポートのお話】 

・支援≠指導 

→「これができるようにならないとダメ」ではなく、「何がどこまでできるのか」と「何が

あったら（どんなサポートがあったら）さらにできるのか」一緒に見つけていく 

（声掛けのポイント） 

・できたことを具体的に伝える。 

・イメージしやすいわかりやすい言葉を使う。 

・答えやすい質問を意識して使っていく。 

【朝日氏のお話】 

「生活支援としての就労支援」 

・「働きたい」と考えるプロセスを重視 

→十分な情報と体験の機会の提供 

・「離職したい」の思いにも寄り添う支援 

→「離職は就労の敗北ではない」「就労支援の敗北でもない」 

・生活を整えながらの就職もあり。就労を目指すから生活も再構築できる。 

朝日氏の講義 



参加者の声 

・就労体験の役割は、アセスメント機能、本人と一緒に本人のことを考える貴重な機会、

就労の場と本人の可能性を広げるための大切な場であることを感じました。 

・支援者として大事なスタンスを学ぶことができました。 

・意見交換をさせていただくなかで、フィードバックの仕方や色々な意見を聞かせてい

ただき、とても参考になりました。 

 


